
があります。また、目黒区のシティランのボラ

ンティア活動の時にも交流がります。しかし、

介護の人達とは、今まで交流がなかったので、

今まで交流があった医師会をターゲットにし

ました。ただ、スタッフに対して、歯科医師会

に対して、行うかどうかに関して検討しまし

た。それで、対象人数が読めなかったのです。

対象が 2000人くらいいたわけです。その方の

利用があったら 1 人当たり 2,000 円を会が補

填するので、利用が多くなってしまうと、会の

少ない財政を圧迫する心配がありました。た

くさん来たらこまるので、狭めました。人数が

多くなかったので、それなら広くやればよか

ったと思いました。目黒区の職員に対しても

検討しましたが、色々な事情を鑑み、できる範

囲でということで、そこはやめました。 

赤羽：私たちは、間口が狭いので、ドクターがこ 

の人を入れてというといれました。受付の方

も入っていますので、そのへんの制限は特に

ありません。 

形井：はい、ありがとうございます。 

小野：今の一連の話に通じますが、今回の COVID- 

19 は災害ととらえています。感染症の専門家

と以前ネットでミーテイングしたことがあり

ますが、多くの感染所の専門家は災害ととら

えている。今回の COVID-19は、地震とは性質

が違うが、経済活動を止めてしまうような災

害と捉えると、災害の時に行われている支援

者支援は、医療従事者以外の地域の住民とか

被災された方々とか自治体職員も含めて行わ

れる。しかし、今回は日常でゆるい形で、おこ

っているというのが現状ですので、繋がりが

なかったところは、ある意味チャンスであっ

て、今後、自分達が繋がっていないところに、

繋がれるリストアップができたと考えること

ができたと思います。もし、繋がっていけるよ

うでしたら、実際今後、東京であれば首都直下

型地震や南海トラフ地震のような非常に大き

い地震が起こった時に、鍼灸でも地域住民に

支援ができる形になっていけると思います。

さらに、日常的に顔が見える関係になってい

くので、地域包括支援にも鍼灸が入っていけ

るチャンスにつながっていけるのではないか

と思います。そういう意味では、今回の COVID-

19 は、ポジティブに教えてくれていると私は

考えているのですが、いかがでしょうか。 

赤羽：小野先生のおっしゃる通りだと思います。 

色々な場面で、色々な手段で交流を続けてい

くことが、次のステップに上がっていくとき

に重要なことだといつも考えております。そ

れぞれの場面でできることが違うと思います

ので、我々は我々のできることを積み重ねて、

目黒区鍼灸師会や東大の粕谷先生もそれぞれ

の場面で積み重ねていって、何か糸口があっ

たところでまとまっていければいいのではな

いかと考えています。 

形井：ありがとうございます。 

嶺：先程の竹藤先生の質問に対して、小野先生が 

おっしゃったように、日常的に顔が見える関

係が大切だという話でしたが。やはり、保健所

や区の職員が大変ということで、まず役所に

いきなり入り込むことはできないです。です

ので、介護施設や病院の中でのスタッフに知

り合いがいれば、入ることがいいです。いきな

り入っていくことは、特に鍼灸は難しい。マッ

サージは別だかもしれませんけれども。です

ので、小野先生が言うように顔の見える関係

というのがこのような時に現れてくると思い

ます。一方で、今回の人吉、熊本南部の水害が

あって、鍼灸で支援に行くかどうか検討して、

感染のことを考えて行かないということにし

ました。粕谷先生、林先生、赤羽先生の活動は

感染対策に気をつけて行われているところが

やはりそうなのかと思いました。鍼灸の支援

というときに、どうしても、Withコロナ、 感

染を考えて動かざるを得なくなる。そういう

意味では、日常の患者さんの治療についても、

感染防止を考えて、まだまだこれから先、

COVID-19 の影響というのが、形がはっきりし

てくると思いました。 

形井：ありがとうございました。 

粕谷：医療従事者の問題について、マンパワーの 

問題があると思います。今、ずっと聞いていて、

COVID-19 に対して、日本では感染者は医療機

関に入院するのが基本です。ですから、医療機

関の中で、勤務している鍼灸師でそれができ

るかどうかが重要だと思います。 

　それから、赤羽先生、林先生や私も、今回で

プレゼンさせていただいたのですが、医療スタ

ッフに対しての鍼灸も今の内容だと極限られ
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くので、地域包括支援にも鍼灸が入っていけ
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ので、我々は我々のできることを積み重ねて、
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の場面で積み重ねていって、何か糸口があっ

たところでまとまっていければいいのではな

いかと考えています。 

形井：ありがとうございます。 

嶺：先程の竹藤先生の質問に対して、小野先生が 

おっしゃったように、日常的に顔が見える関

係が大切だという話でしたが。やはり、保健所

や区の職員が大変ということで、まず役所に

いきなり入り込むことはできないです。です

ので、介護施設や病院の中でのスタッフに知

り合いがいれば、入ることがいいです。いきな

り入っていくことは、特に鍼灸は難しい。マッ

サージは別だかもしれませんけれども。です

ので、小野先生が言うように顔の見える関係

というのがこのような時に現れてくると思い

ます。一方で、今回の人吉、熊本南部の水害が

あって、鍼灸で支援に行くかどうか検討して、

感染のことを考えて行かないということにし

ました。粕谷先生、林先生、赤羽先生の活動は

感染対策に気をつけて行われているところが

やはりそうなのかと思いました。鍼灸の支援

というときに、どうしても、Withコロナ、 感

染を考えて動かざるを得なくなる。そういう

意味では、日常の患者さんの治療についても、

感染防止を考えて、まだまだこれから先、

COVID-19 の影響というのが、形がはっきりし

てくると思いました。 

形井：ありがとうございました。 

粕谷：医療従事者の問題について、マンパワーの 

問題があると思います。今、ずっと聞いていて、

COVID-19 に対して、日本では感染者は医療機

関に入院するのが基本です。ですから、医療機

関の中で、勤務している鍼灸師でそれができ

るかどうかが重要だと思います。 

それから、赤羽先生、林先生や私も、今回でプ 

レゼンさせていただいたのですが、医療スタ 

ッフに対しての鍼灸も今の内容だと極限られ

た一握りのスタッフに対してのケアになって 

いるというのが現実じゃないかと思います。

それには、鍼灸の認知度が低い、敷居が高い、

可能性があるけれど現状、少ない。これはやは

り、形井先生がおっしゃった日本鍼灸の独自

性を考えると、見える感染対策をアピールす

る、鍼灸の啓蒙活動、認知度を上げることが必

要なのではないかと考えます。今後の日本鍼

灸にどう活かすかが、この総合討論の中で見

えてきたと思います。 

形井：ありがとうございます。私が住んでいるつ 

くば市で、つくば鍼灸マッサージ師会を運営

している小池先生という方がいらっしゃいま

す。彼は、市内のコメディカルや在宅など、地

域での集まりの会があると、鍼灸師として出

かけて行って、鍼灸師だと何ができるか、現場

で何が問題かと私どもに情報を回してくれる

地道な活動をなさっています。COVID-19 を経

験した皆さんがおっしゃたことはその通りで、

彼がやっている活動は地道だけれど、どこか

で実を結ぶだろうと改めて感じました。つく

ば市にできた PCR陽性者隔離施設にお灸を指 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導しに行こう、その人たちにお灸をやっても

らったら早く退所できるのではないかと、話

をしました。結局、それは実現できなかったの

ですが、身近なところでどのように鍼灸で取

り組むことができるかを考えて、実践するこ

とで、鍼灸が理解してもらえることになり、こ

ういう非常時に鍼灸が求められることに繋が

ってくるのだろうと思い至ります。CIVIOD-19

が、鍼灸界に示した 1つの課題であるし、課題

をどうしていけばいいのかと考えています。     

今回参加されている方々が、自分の職場の

なかで１つのきっかけ、何かの参考になれば、

今日の研究会は非常に意味のあることだった

と思います。 

それから、今日発表していただいた演者の

先生方には、以前からお願いしていますよう

に、是非、講演内容を論文にまとめて頂ければ

と思います。今日の話はできるだけ早く一般

にお届けするべき内容だったと思います。 

それでは、今日の研究会は終わりにしてい

と思います。 

長時間、ありがとうございました。 
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あとがき 

 

社会鍼灸学研究会（以下当会）は、例年8月か9月に研究会を開催している。昨年の今頃

（2019年 12月）、世話人会は、例年研究会が開催される時期がオリンピック・パラリンピッ

クの開催と重なることを考慮し、開催日や開催場所をどうするか思案していた。皮肉なこと

に、今にして思えば、その頃には既に中国武漢ではCOVID-19の感染者が出ていたのである。

そして、世界保健機関（WHO）は 2020 年 3 月 11 日に、COVID-19 感染のパンデミックな流行

を宣言した。日本では、停泊していたクルーズ船の乗客・スタッフに始まり、海外渡航者が

感染するなど、瞬く間に市中に感染が広がった。 

そして、オリンピック開催が延期になったことを始め、ほとんどのイベントや学術大会開

催などが中止となった。当会の2020年の研究会開催も開催か否かに苦慮した。しかし、結果

的には、ZOOM開催という形をとることで開催することができた。研究会の開催にあたっては、

予定していたテーマを変更し、「COVID-19と鍼灸～COVID-19禍中の日本鍼灸とそれを取り巻

く状況を考える～」とした。世話人会のメンバーは年齢を重ねてきており、アナログ人間が

多いにも関わらず、驚いたことに、世話人会自体もZOOMで開催してきた。だがそんなことよ

り何より、研究会後の懇親会が開催できなかったのが残念でならない。 

本会世話人会は、全国の鍼灸師対象にアンケート調査を行い、コロナ禍でどのように日本

の鍼灸界が対応したのかをまとめ、本年の研究会で発表した。そのためのデータの整理をし

ていて感じたのは、（アンケートの不備もあったと思うが）、回答の中に？？？？というもの

も少なくなかったことである。また、自由記載欄には、愚痴や業団への意見等を記載してい

るものもあった。気持ちは理解できるが、そこにはそのような記載はすべきでないのである

が、どうしても書かずにはいられなかったであろう、苦しい個々の状況が垣間見られた気が

した。 

実は、鍼灸院は、休業要請措置の際には、医療機関と同じ扱いだった。そのため、私の鍼

灸院では休業せず施術にあたった。しかし、4 月の患者数は、前月の 2 割に満たず、他の月

も半減した。医療機関と同じ扱いだったため休業協力金は申請できない。苦しい懐事情だ。

また、医療従事者への慰労金が支給されているのをご存知だろうか。COVID-19の感染者に対

応している医療従事者に、20万円、10万円、5万円が支払われるという書類が行政から送ら

れてきた。私は助産院も開業しており、開業助産師も対象になっているので書類がきたとい

う訳である。そして、内容をよく見ると、柔道整復師等は除くとあった。この中には鍼灸師

も含まれると考えられる。事実、行政からの慰労金についての書類は鍼灸院宛には届いてい

ない。しかも先日、申請がまだの方は申請をしてくださいとの追加の書類も送られてきた。

助産師も鍼灸師も開業権があるのは同じである。しかし、助産師は病産院での勤務をしてい

るため、医療従事者に含まれている。鍼灸師も、多くの病院に鍼灸科ができて、そこで勤務

する者が増えれば、医療従事者にカウントされるようになるのかと考えてしまう。行政の都

合で、鍼灸師・鍼灸院に対して、ある時には医療に準じて扱ったり、また、補助金を付与す

る時には除外したりする。何か割り切れない現状である。 

今年は、人と接することなく1人で過ごす時間が例年より多かった。そのような時間の中

で、色々なことを考えた。皆さんはどのように過ごされただろうか。2021年は、自由に行き

たい場所に行き、会いたい人と会って、食事をしながら、笑って会話ができるようになるこ

とを願うばかりである。 
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